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白タク合法化阻止、組織の強化拡大で要求実現 

自交総連第41回定期大会 18年度運動方針を確立 
 

 

 自交総連は10月16、17日の両

日、東京・全労連会館で第41回

定期大会をひらき、16地方117人

が参加、「白タク合法化阻止、

組織の強化拡大で要求実現」を

スローガンとする2018年度運動

方針を確立しました。 

 髙城委員長はあいさつで、ソ

フトバンクなどがあらゆる方面

からライドシェアを解禁しよう

としている動きを批判、自治体

要請や他団体との協力などで白

タク合法化阻止のため奮闘しよ

うと呼びかけました。労働条件

の改悪反対のたたかい、組織拡

大に全力をあげようと訴えまし

た。 

 全労連・小田川議長、日本共

産党・山添拓参院議員、交運共

闘・安藤副議長、顧問弁護団・

小賀坂弁護士が来賓あいさつし

ました。 

 大会では12地方17人が発言、

きびしい労働実態や、この１年で新加盟した組合による抱負が語られました（詳細

は自交労働者新聞に掲載します）。 

 2018年度運動方針、会計報告・予算を全員一致で採択しました。 

退任役員の紹介 

 大会では、別記の新役員を選出、早川副中央執行委員長、川崎常任中央執行委員、

二階堂常任中央執行委員が退任し、壇上でそれぞれあいさつを述べました。 

第41回定期大会参加者数 

      定数 出席 委任  計   (率)  

役   員  16  16     16  100％ 

中央委員   30  25   4  29 96.7％ 

代 議 員  72  42  24  66 91.7％ 

合   計  118  83  28  111 94.1％ 

傍 聴 者     21（会計監査1含む） 

来   賓      5 

総務・報道      8（総務2、報道6） 

総   計     117 
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大 会 宣 言 

 自交総連第41回定期大会は、「白タク合法化阻止、組織の強化拡大で要求実現」

をスローガンとする2018年度運動方針を確立した。 

 規制緩和推進勢力が、政権とも結んでさまざまな方法で白タク合法化を推し進め

ようとしていることに対し、自交労働者は、組織の違いを超えて再び５・23決起集

会で団結した。タクシーの安心・安全を守るため、史上最も無責任な規制破壊を今

後も全力で阻止していく。観光バスでは、安全運行に重大な影響を与える「合理化」

を許さず、長距離運行の規制につながる改善基準告示改正の要求を掲げてたたかっ

ている。自動車教習所では、教習所を地域の交通安全教育センターとして位置付け

業務の拡大をめざすとともに、労働者の権利擁護の闘いを進めている。 

 労働者・国民のくらしと権利、平和と民主主義をめぐる危機が進行している。安

倍政権は、雇用破壊ともいえる労働法制改悪を強行して、さらに年内には憲法改悪

発議を狙っている。いまほど社会的勢力としての労働組合の真価が問われていると

きはない。われわれは、安倍９条改憲ＮＯの運動を軸に、消費税増税や社会保障改

悪など国民負担を強いる政治に終止符を打ち、政治の民主転換をはかる。 

 自交総連がいま、早急に成し遂げなければならないのは、組織拡大である。組織

減少による闘争力の低下は、自交労働運動の浮沈にかかわる深刻な問題である。組

織拡大の目標を達成するとともに、組織の強化、新たな幹部の育成をはからなけれ

ばならない。われわれは、職場労働者の要求に根ざして、日常活動をさらに強化さ

せて、一人でも多くの共にたたかう仲間を迎え入れるために奮闘する。 

 自交総連のたたかう姿勢が鋭く問われている認識のもと、大会で報告された各地

の運動の教訓と、決定した方針を確信に、すべての自交労働者を視野に、諸課題の

実践、組織拡大に全力で奮闘する決意である。 

以上 宣言する。 

2018年10月17日 自交総連第41回定期大会 

中
央
執
行
委
員
長 

○
髙
城 

政
利
（
東 

京
） 

副
中
央
執
行
委
員
長
○
石
垣 

 

敦
（
宮 

城
） 

 
 
 

〃 
 
 
 

○
舞
弓 

義
隆
（
東 

京
）
新 

 
 
 

〃 
 
 
 

○
庭
和
田
裕
之
（
大 

阪
） 

書
記
長
兼
会
計 

 

○
菊
池 

和
彦
（
本 

部
） 

中
央
執
行
委
員 

 
 

沼
倉
喜
久
雄
（
福 

島
） 

 
 
 

〃 
 
 
 

○
石
野 
正
英
（
埼 

玉
） 

 
 
 

〃 
 
 
 

 

徳
永 

昌
司
（
東 

京
） 

 
 
 

〃 
 
 
 

○
中
村 

雅
一
（
東 
京
）
新 

 
 
 

〃 
 
 
 

○
堀
井 

一
也
（
東 

京
）
新 

 
 
 

〃 
 
 
 

 

林 
 

悦
夫
（
東 

京
）
新 

 
 
 

〃 
 
 
 

○
冨
松 

達
也
（
神
奈
川
） 

 
 
 

〃 
 
 
 

 

市
村 

直
之
（
静 

岡
） 

 
 
 

〃 
 
 
 

 

森
長 

達
也
（
京 

都
） 

 
 
 

〃 
 
 
 

○
内
田 

大
亮
（
福 

岡
） 

 
 
 

〃 
 
 
 

 

北
井 

良
夫
（
鹿
児
島
） 

会 

計 

監 

査 
 

本
間 

 

昭
（
宮 

城
） 

 
 
 

〃 
 
 
 

 

土
橋 

隆
一
（
埼 

玉
）
新 

 

（
注
．
○
印
は
常
任
中
央
執
行
委
員
＝
第
１
回
中
央

執
行
委
員
会
に
て
互
選
で
選
出
） 

自交総連第 41回定期大会選出役員（任期２年） 


